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病院紹介一
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1病 気 か病人 か」

昨今ほ ど医療 に関 す る問 題が 山積 した時 代が あ.,た で

し ょうか 。近 代技 術を駆 使 した医療 が 益 々進 歩す るにつ

れ て 、人 間不在 の医療 といわ れて 久し くな ります。 この

こ とは患者 が 医療従事 名に患 者の 人桁.を押 し付け て 、患

者 が医療 従 事者 の人(fを 認y)よ う としないが ため に起 こ

り うる発=;と 思わ}1て な りませ ん。患 名の ノ、権、医 呂の

人絶共 に相互作 用す る もの と思 い ます。 しか し人楕 とい

う言葉 には 、 どこか 刺 があ る よ うに思 われ ます。 この よ

うに人間 不在 のi、療 といわれ る所 以は 双方 に何か が 欠け

て い るか らで し ょう。19世 紀 に フ ィ リッフ ・ビネル とい

う ノ＼が 「今 の医 者ど もは病 人 、病 人 とい っては い るが 、

病気 の ことは何 も知 らな い。一 、約80年 後には ど うで し

ょう、ヘル マ ン ・ノー トナーh-'ル と い うノ＼はlp、 者は病

気 を治 すの ては な くて病 へを治せ とい って い ます 、

この 二人の 意 見の相;Lb.f:、 そ の間 に おけ る 自然 科学の急

速 な 発達 に伴い 、陵 覧罫が 人間不 在の 修理B美へ と変身 した

ため だ と解 され る一・方 、本 当け 両 名のr::u.%Lの相1郵 まない

のだ とす る解釈 もあ ります 。現 在 、益 々日然科学 の 発達

は著 し く、近代 医療 の もつ 体質 的 欠陥が 次か ら次へ と出

て い る ようです 。 今の マ ス コ ミは 鬼の 首て も 取 った如

く、嬉 々乙 してi実療`1事故 をは じめ として 種 々の医療問 題

を一一般 の市民 に知 らせ る ことで肥 った怪物 てす 。病 気 を

治す の ではな く ご、病 人を治 すの だ とい う意 味深 い言葉

は 何 処て も何fl`jても きか れ る 言葉 てすが 、今 まで 以上 に

突 、,込んだ 解決方1ノ、を模 索 すべ きII!jだと思 い ます。

病 ノ＼、病 め る ノ＼、 ノ、間 とい うB,彙 自体 が あや しいの て

す 、生 物 ・般 と ノ＼問 とい う生 物 の同一昭 と差異 性 の問題

か 要点 と思わ れ ます、 ノ＼間 の 独 自{〆1とい う問題 が絡 ん て

きます と、そ こにはrヌ、療 と法 、あ るい は ノ＼(fの 絡み あ い

か あ りますGノ ＼柘意識 の強 い折 りか ら(こ て得の時 代)

知 る桁利 、選 択 の4fr利 、 拒 否す る((利A.h-1i,.、権 利 、楕利 を

主張 す る時代 です 、

近 代医療 に おいて は 、最質 両面か ら考え て、 合理 的 医

療 が最 も直接 的 にヌ寸応で き、疾患 中心主 義 の色 合いか鮮

明`な.っ(い ます 近 代科学0)進 歩に相 伴 って疾病 を客

観 化 し、抽 象化 し、数llt化 し た 各 々の パ ラメー タて構 成

し、そ,}1ら を解 析 し 適応す るにVin分 業 化 、中央化 せ ざ る

得ぬ よ うです.,即 ち、 近代医療 に おいては 人(tを 構 成す

る種 々び)側泊iと対 極関 係にあ り ます∪ 客 観化 され る と人

間 ば ノ、問 てあ りえ ない し、抽 象i'1に 対 しては具 体僧が 人

間 のfr=在 様 式 てす.ま た ノ、問 は数H:的 に扱 われ るの を好
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み ません。合理的医療を拡大すればするほ ど非人間的に

な り人権軽視 と受け取 られ る事態が顕著にな ります。こ

の ような矛盾 した事態を解決するには、医療の大きな部

分 に人間的側面があるとい うことではないでし ょうか。

技術的合理的医療を補 うものは人間科学的知識 じゃない

か と思い ます。

病人は客体ではな くて病める主体です。と同時に医療

従事者 も主体 として相互作用をしています。医者に患者

の人権を押しつけるな ら、患者に も医者の人権を認めさ

せねぽな りません。

何だか医者 と患者の 口喧嘩にな ってしまいました。や

は り昔か ら言われている如 く相互の信頼関係が一番でし

ょうか。

我々はいつ まで、この貧困な医療政策の下で馬鹿げた

マス コミの怪物 の目を気にしなが ら細 々と医療に従事せ

ねばならぬのでし ょうか。病める医療政策は一体誰が治

して くれるので し ょうか。 どうも放置 されてい るばか り

か冷遇 されてい るよ うに思えてな りません。病める人は

微力なが らも我 々が、(少h気 負いす ぎか?)で は、病

め る医療対策は誰が診 るのでし ょう。誰も診て くれそ う

にあ りません。大医は国を治す といいます。我々は病気

を治す小医でもだめで、病人を治す中医でもだめで、や

は り国を治す大医とな らないとこの世は終わ りの ようで

す。

この貧困なる医療行政の下で我々、昭生病院のスタッ

フは頑張 っています。今年度の 目標はナースの教育に重

点を置いています。

「まさかの時には 団結を、 さしせ まらぬ 時には 自由

を、いついかなる時にも愛を。」 この言葉をかみしめて

冬の時代を乗 り切ろうとしています。

昭和58年12月 開院 と同時に兵庫県立がんセンターより

奥野武彦先生、昭和59年5月 より同センターの島勲先生

を迎え入れ、更には神大第一内科 より最近の循環器の技

を身に付けた若き、熊木知行先生等、新 しいスタッフが

参加 して頑張 ってい ます。

医療法人昭生病院スタ ッフ(神 緑会関係)

戸山 祥三(S27年 卒)神 緑会

岡本 好司(S31年 卒)

和 田 昇(S38年 卒)

奥野 武彦(S39年 卒)

大久保正明(S39年 卒)

島 勲(S43年 卒)

山村 洋代(S48年 卒)

熊木 知行(S52年 卒)

〈診療科 目〉

ii

ii

ii

〃

!/

/t

循環器科、呼吸器科 、消化器科、放射線科ほか

ベ ッド数130床

(昭和61年3月 大久保 正明)
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